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1・ 上 原正宏 (阪府大工) Nehari問 題について

SZeg6型 の weighted kernels KKχ,め , Lス(z,ζ)

に対して
“Lλ(2,こ)力S領域 D内 に零点を持たないよう

な ス(2)を 特徴付けよ
“.と いう Nehariの 問題がある

(1950)。weight λ(χ)の class OⅣP(D)を 導入する :

D内 に零点を持たない正則函数 P(多)が 存在し, 境界

上で IP(χ)12=ス(χ)を 満たすとき ス(χ)は OⅣP(D)

に属すという。このとき次のことが分かる。

定理 1.Dが 単連結ならば,

LスC ,ζ )磁
拳 百

二 ス( 2 ) = C O n並" Dは 円板

定理 2.ス (χ)∈ OⅣP(D)く一→馬 (χ,の Kゴス(χ,て)

= K ( 2 ,ζ) 2 _→Lλ(χ, 0≠ 0 ,χ ∈D。

定理 3.ス(2)∈OⅣP(D),P(ζ )=1← →L(χ ,ζ)≠0,

χ∈D ,ス (χ) I K Kχ,こ) 1 2 1グχ卜 I K (χ, 0 1 2 1グχl ,

χ∈∂D.

2.斎 藤二郎 (群馬大工) Approximation of the

Bergman■ or■ by the norms of the direct product

of two Szego spaces

Gを 平面上の有界な regular region,If21′2(G)を G

上の正則函数の If2~Hardy族からなる SZegO spaceと

する。G上 の2乗可積分な正則函数/(2)は G上 広義一

様収束の意味でも,/(2)=二ψノ(2)ψ′(2)(9′,ψ′∈
='1′2(G))と展開されるが,本 講では等式

+∫LKツグ″グy
=m可二歴1券∫諮ぼ→ぼ→ν礼|

×券∫確ψズのはつν亀|}C=α+0
をなりたたせる/(χ)についての必要十分条件が与えら

れる。ここで,minは G上 /(χ)=Σ p′(2)ψ′(2)を
′=1

みたす G× G上 のすべての正則函数
鳳

9プ(χl)ψ′(222

に対して考えられる。その条件は命題の表現に比べて驚

くほど簡潔で,ノ (2)ごχが G tt θ″αε′であることであ

る。 証明は直積空間の理論と既に論 じられた Bergman

nOrmと  SZegё nOrmに 関する2つ の型の不等式の併

用によってなされる。

3. 上 日英靖 (東工大理) 実 軸上にのみ零点をもつ

有限位数整函数についての一致の定理

/お よび gを ,そ れらの Zero‐one setが,重 複度ま

で含めて一致するような整函数とする。このとき,必 ず

しも/=gと は限らないことはよく知られている。従っ

て,/≡ σを結論するためには,/と gに 対して,そ れ

以外の何らかの条件を仮定しなければならない。ここで

は,題 目に述べたような整函数について, /≡ σとなる

ための,一 つの十分条件を与える。それは次のようなも

のである。

/と σについて次のことを仮定する。(i)位数は有限

である。 (ii)ZerO_one setは重複度まで含めて一致す

る。 (面)零 点は少なくとも一つ存在し,し かも全て実

軸上にある。(市)One setが二つ以上の相異なる複素数

から成っていれば,そ れらの全てが実軸に平行な一直線

上にあることはない。この仮定の下では/=gが 成立す

る。ここで,仮 定の (市)を 落とすことは出来ない。

4.戸 田暢茂 (名大教養)Note cDn the Nevallunna

proxilnity functiOn Of sIOwly gTowing meromorphic

functiOns

/(χ)を lχl<∞ での定数でない有理型関数としたと

き,集 合 :E={α ;解(r,α)→∞(r→∞)}に ついて調べ

たことについて報告する。 Damodaranに よれば r(r,

/)=0((10g r)2)の とき,Eは 高々1つの元を含むのみ

であり,Lewisに よれば,Capacity zeroの任意の集合 4

と 「ス(r)→∞(γ→∞)」なる ス(r)が 与えられたとき,

T(r,ノ)=0(ス(r)(10g r)2)でE=Aな る関数 /が 存在

する。これに対して,lim inf r(″,/)/(10gr)2<∞ な

る関数 /に 対しても, Eが 高々1つの元を含むのみで

あることが Tumuraの 方法を応用することによってわ

かる。関数系の場合にも類似の結果を示すこ とが で き

る。

5。 瀬 川重男 (大同工大)Ⅱ armO面 Cm■ Oration of

quassl_bounded type

開 Riemann tt R上の正則函数/で log+1/1がquassi‐

bounded harmonic majorantをもつものの ClassをAS

(R)と表し,SminOV Classと呼ぶ。R上 の Lindelёf正則

函数の Class AL(R)とAS(R)に 関する開Riemann面

の null class O∠Lと 0∠sについて
“一般の開 Riemann

面では Oθ<OttL<OИ s,genus有 限の開 Riemann面

では Oθ=0∠L"で ぁることが知られている。ここでは
“
genuS有 限の開 Riemalln面では 0∠z=0∠s"で ぁる

ことを報告する。

4 月  5 日
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6. 長 田彰夫 (岐阜薬大) 屁 重連結領域におけるあ

る極値問題についての 1注意

π個の解析曲線 「1,……,Fπを境界にもつ,平 面上の

π重連領域を Dと する。「1上の部分弧 γとD内 の一

点 ζを固定し, 次のような関数族 S(r,ζ)を 考える :

/∈S(r,こ)は D上 正則,単 葉かつ げ|<1・更に正規

化条件として,/(ζ)=0, γ 上連続にのび,そ こで 1/1

=1と する。

S(γ′s)に対し,極 値問題 inf{1/′(ζ)|:/∈ S(r,0}

を考え,そ の解を与える。但し r=「1な ら結果は周知

である。これの応用として,有 界単葉関数についての 1

つの不等式を導く。

7. 堀 内籠太郎 (京都産業大理) ワ イアストラス点

の理論からの一結果

種数σの任意のコンパクトリーマン面上に, σ次の有

理型関数が存在するかという問題を考える。種数σの超

楕円的リーマン面上に, g以 下の奇数次の有理型関数が

存在しないことはなく知られている。 (g≧2)よ ってす

ぐに次のことが分る。g=1,2の 場合は明らかに存在す

る。 σ=3の とき,超 楕円的ならば存在しないがそうで

なければ任意のワイアス トラス点の最初の空隙値は3だ

から存在する。

さて g=4の 場合,超 楕円的ならば存在することは明

らかだが,そうでない時も常に存在することを言いたい。

又 σ=5の 場合,超 楕円的ならば存在しないが,そ うで

ない時は最初の空隙値が3又 は5の ワイアストラス点が

1点あれば存在することが言えるが,す べてのフイアス

トラス点の最初の空隙値が4で ある場合は存在するかど

うか分っていない。

8.栗 林障和 (中大理工)On the lumbda funCtiOn

in thO space of moduli

genus lの COmpact Riemann面

(1)υ2=″(“_1)(″―ス), λ∈C一 {0, 1}

において,スをパラメータとみなすとき,周知のように,

Riemann面 の moduliの 空間として上半平面 ″ をう

る。そして スを ″ 上の関数とみなすとき, スは Iか

ら {0,1,∞ }を除いた複素球面上への等角写像である.

この関数は ″ における modular関数でその modular

群は

b = 1 ,  わ≡o ,  ε= 0 ,ご = 1 ( m o d  2 )

αご一らε=1

の古典的な事実の証明は楕円関数論のた

われ重要な関係式

(器|

が得られる。ところで,関 係式 9)か ら容易に, Theta

constantsの変換公式を用いれば ス関数のmodular性は

出る。ゆえに本質的なのは楕円関数論ではなくて Theta

関数論であるように思われる。したがって,本 講演の目

的はこの線に沿って,genus 3の COmpact Riemann面

(3)υ
4=″

(″_1)(″
一ι), ι∈C― {0, 1}

の族のつくる moduliの空間における関数 ιを考察する

ことにある。まず,{3)の1つ の CanonicalなhOm01ogy

baSiSを調べる。 PiCardの記号と類似なものを用いて,

それは

Al=α l―βl, A2=(α 2~r2)十 (β3~γ3),

A3=(α l~βl)十(α3~β3)

Bl=(α 2~β2),32=(α 3~r3)十 (β4~r4),33=α 3~γ3

で与えられる。それに対応した Riemann行 列の Canoni‐

cal form は

‖ ||く 1の 知 l )月 を 三 /〕

で与えられる。 ここに τは 13)の第 1種微分の1つ,

凌ィυ2, の B3~periodと Al―periodとの比である,つ

ぎに, ι をわれわれの方法 (楕円関数論を用いない)で

Theta constantsの比で表しλ関数と類似な結果をうる。

9。 柴 雅 和 (京大理)閉 RiemanIL面 の自己等角

写像に関する Hurwitzの 定理とその一般化

Rを 種数 >1の 閉 Riemann面 ,χ をRの 自己等角写

像とし,χ がひきおこす Rの 1次元(整係数)hOm010gy

群 rfl(R)の 自己同型を χ*と かく。もし χ*=Jグ・なら

ば χ=″ 。である (HurwitZ)・

ここでは,こ のよく知られた定理の新らしい証明を与

える。この目的のために, Lefschetzの不動点定理と,

有限型 Riemann面 から輸環面への解析写像の存在に関

する Abelの 定理 (1978年春 。名大)の 1つ の系などを

利用する。

さらにはもっと一般に,不 動点Pを もつ自己等角写像

χが,適 当な2つ の Cycles C,αに対して χ(C)×C′=

C×C′=1を みたし,ま たPで のみちょうど2位 の極を

もつ R一 Cで 完全 (exact)なAbel微 分が存在するなら

ば,χ =Jグ.で ある。これはHurwitZの 定理の,Accola

によるものとは別の型の一般化を与える。また自己等角

写像の不動点の特性をも示している。

10. 渡 辺 治 (愛知教育大)開 リーマン面上のアー

ベル面積とデーター関数

開リーマン面上のアーベル積分論の応用として,開 リ

ーマン面上のテーター関数を定義する :開 リーマン面W

をその普遍被覆面Wと フックス群 「を用いて 7/Fで 示

問
。これら中
０

る

を

な

け

　

②

と

す
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す。20を ア の固定点,た(χ,ζ)′χグζを 「αsιCの の再

生微分のア ヘの引きもどし,「 ∋Aに 対して次のよう

におこう。

ズの=可1約に0バ蔵
σ彎,の=協ψの σに)=+|lψい)|1礼

定理 I.ξ (A,2)=″ ψ 12(σ(χ,A)+σ (■))}と おく

と ξ(■,χ)は rに 関する 7上 の保型因子である。

7上 の第一種半完全標準微分{ψИ′,9乃}メ1, 但し

σはアの種数(≦∞)で,{A′,B′}二1はアの標準ホモ

カジー基(mOd∂7),に対して {94メニ1で張られる

「αscの部分空間を F∠で示し,{ω4′}メ1を FИ内の 7

上の正規微分とする。

定理Ⅱ.ξ (A,χ)の 相対保型関数を θ(2)と する。

Γ∠上に自然に2次 形式

9(χ,W)=Σ ′ルω4′(2)ω4κ(“)

が定まり, もし r∠⊥=「αιでぁれば

θ(χ)=θ(2)eXp(2π J O(χ,χ)),

但しOC,→= ∫λ∫λ9(2,1″)ごχグッ,
は次をみたす。

(1)θ (A′χ)=θ (2),

②総′→=べなpO Lωん+づ
但し五′や B′はサイクル A′や B′に対応する「の元

を示す。また 「″=∫
&“ ´

110 大 内 修 (東大理)リ ーマン面の自己等角写像

の個数

与えられた種数 σで与えられた個数 ι個の punctures

を持つ リーマン面の自己等角写像の個数の最大値を

N(σ,′)と おくと,評 価

(*)A(σ ,ι)≦12(σ-1)+6′

が知られている。 Heins,及川,辻 ,加 藤は N⑩ ,ι),

xl,ι ),2VK2,ι),X3,ι ),Iσ ,1),Xσ ,2),N

(g,3)を 求めた。 ここではそれ以外の (σ,ι)で ,

(*)の 等号を満たすものを求めたい。

次の場合は等号が成立する :(σ ,ι)=(4,6),(5,

12), (5, 24), (6, 15), (7, 12), (10, 6), (10, 9),

(10,12),(10,18),(10,36),・ ・…、 次の場合はまだ

わからない :(4, 12),(4, 18),(4,36),(5, 16),

(5,48),(6,12)… …、 それ以外は等号は成立 しないこ

とがいえる。

12. 楠  幸 男 (京大理)。 谷口雅彦 (京大理) A

continuity property of holomorplic direrentials

under quasiconformal deformations

L.Ahlforsな どにより示された閉リーマン面上の第
一種正規微分に関する評価を一般のリーマン面に対し拡

張しようととするとき種々の困難に出会うが,次 のよう

な場合には同様の結果が得られる。すなわちROを 楠の

クラス0″の面 {A′,B′}を適当な条件を満たす mOdu10

分離曲線の標準ホモロジー基底,/と ROか ら他のR上

への C2_擬 等角写像.θ ROとθ2と をそれぞれ ROと

R上 での同じA′一周期をもつ正則微分とするとき,楠

によリー般化された周期関係式などを用いることにより

ⅣPれ 洲ボ者 Ⅳ司h

が成立することが示せる。ここで た=澪
ィ

|ん1 / 1 / z lで

ある。 これから ROの Teichm■ller空間上でのある種

の連続性が示せ,更 にノルムや B′―周期の連続性など

がわかる。

また正則周期再生微分に対しては ROが 0〃Dな らば

同様の評価が示せる。関連した話題について もふ れ た

い .

13. 赤 座 暢 (金沢大学理)・古沢治司 (金沢女子短

大) あ る Klein群 に関する POincar6級 数の収東幅

について

Gを 不連続群,Eを その hmit setと する。

&④ =舞 ,け を一仇Q = D o = Q L z

……)を Gの 任意の元とする。 S。(χ)=ル は identity

である。Gの 収東幅 P(G)は

P(G)=inf{μ>0;忍 IQI~μ<+∞,St∞キ∝}

で定義される。

今 Gを 有限生成 Klein群で {I}=lσ;σ(∝)=∞ ,

g∈G}と し,Fを その Fordの 基本領域とする。■,r

(2)を

(i){』G_O tr(g】⊃{Kめ,r)UKTス,7~1)},

(ii)I(r2,7)∩Kr2,7~1)=φ

なる 10xodrOmicな変換とする。ここで 【S)は Sの

isometric circle.スを ∂Fと {【Tス,r)uKr2,7~1)}の

距離,rを 【■,7)の半径とする。

Cと 巡回群<rl,r>の 自由積をつくり

Gl,7=G*<Tス ,r>

であらわすと Gl,7は 又有限生成 Klein群である。

更に G2,ァの部分群 Gλ′,ァを次の様につくる。

Gλ′,7=<Pr2,rC P-1;P∈ G, ε=± 1>

Gλ′,rは 無限生成自由群である。 こ こでは G, G2,r,
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Gス′,rの 収東幅をそれぞれ P(G),P(Gス ,r),P(Gス
′
,7)

としたとき,そ れらの間の関係についてのべる。

14.古 沢治司 (金沢女子短大)Klein群 の Limit ttt

についての定理とその応用

定理 1・ICt,C′t}属 は互いに内点を共有しない円の集

合とする。 九 は Ctの 外部を Ct′の内部に写像する1

次変換とする。さらに Cは ′綺(χ)=′χをみたすも

のとする。 予Lで 生成される群を 「 とし, Fの Ford

POlygonを Pと する。このとき,

πι(И∩⊃ =0か つ Σlθl~2ι<十 ∞ ならば

πι(И)=0。 ここで Иは 「 の Limit Setと し

Σlεl-2ιは ι次元の POincar6級数を示す。

Gは 単位円 びに作用する有限生成 Fuchs群 とする。

ころ/Gが 型 (σ;π;π)の ときGは 型 σ;π;π)を もつ

という。グ(И)は Gの L i m i t  S e t  Иの H a u s d o r f f次

元とする。このとき次の定理が得られる。

定理 2. c,Glが 同じ型の面をもつとき GOの 擬等角

変形 Gα(0≦α≦1)が 存在して, αが βに十分近いと

き (0≦β≦1).

い電の 一bgく の |<h響

と表わされる。ここで Kは 常数で,た<1・

さらに以上の結果の応用にもふれたい。

15。 伊 藤正之 (名大理)On the Supports of super‐

exponential Hunt convolution kernels

局所コンパクトアーベル群G上 の Hunt合 成核

N=F町 ′ιが与えられたに それ
1ゞ

鉗b銚 ""面 d

(即ち,Gよ り正数の作る乗法群への表現 9が 存在して,

ψNが 有界となる)か Super_exponential(Sub‐exponen‐

tialでない)で あるかの判定は大変重要である。なぜな

ら, Nが Sub‐exponentialであれば,Levy‐Khinehine

の定理を通 じて,(α ι)ι≧0の 生成作用素が決定される

からである。一般に Hunt合 成核の台は G内 の閉半群

であることはよく知られている。 ここでは先ず, Nが

super‐exponentialであれば,そ の台は決して Gの 部分

群にならないことを報告し,そ れを用いて,具 体的に N

が Sub‐exponentialであるか否かの判定条件を与える。

16.鈴 木紀明 (名大理)。 伊藤正之 (名大理)五 *―

優調和性と 五*の 正の固有元の生成する凸錐について

yを 第 2可 算公理を満す局所 COmpact HausdorI空

間 X上 の regular Hunt核,ハタ を X上 の正測度全体と

する。 yを 定義する半群の生成作用素を Aと し,そ の

共役を A*と する。μ∈M+は A*μ∈M+の とき,A*―

superharmonicと 言う。このとき μ は pOtential part

と harmOnic partに 一意に分解される.

S={μ∈几イ+;(A*)πμ∈ルf+fOr all π>o}

S∞{ス∈S;(A*)πμは アπ≧0に対して pOtential part

のみ}

とおくと, ある仮定のもとに Sは Д́+の 中で C10Sed

convex coneをなす。 Sの exfreme rayを決定し,

Choquetの定理を用いて,そ の exfreme rays上の測度

によって Sの 元を表生する。更に S∞キ{0}とA*に 関

する eigen elementの存在との同値性が導びかれ, S∞

は eigen elementにより張られることがわかる。特に y

を2階楕円偏微分作用素の Green関数とすれば,M.V.

Noviskil[Math.Nauk.Izv.1975]の 結果が整理され

る。

17。 水 田義弘 (広島大理)On the existence of ncDn‐

tangential lilILit8 0f pOlyharmoic functions

領域 ρ⊂Rπ上の関数 πが,ξ∈∂ρで non‐tangential

な極限値をもつとは,任意のξを頂点にもつ(開)錐「で,

「一{ξ}⊂Γ′⊂ρ

なる別の ξを頂点にもつ錐 「′が存在するようなものに

対して

hm″→ξ,″∈′π(″)

が存在して有限であるときをいう。

ρ(α)=diStance(X,∂ρ),Bβ,pは指数 (β,夕)の ベ

ッセル容量を表わす。

定理。た,π は正の整数,α,ク は実数で,た≦π+1,

夕>1か つ α<π夕 とする。ρ上の関数 %∈C∞(ρ)は

次の条件を満足するものとする。すなわち

i )′ λZ= 0  0 n  ρ ,

ii)lス通″∫ρlDλZ(α)lpρ(″)α′α<∞・
このとき,∂ρの部分集合 Eで ,Bπ _ナ ,夕(E)=°

かつ

任意の ξ∈∂ρ一Eで %が nOn‐tangentialな極限値をも

つような集合が存在する。

この定理は, Carleson,Tsuji,Wallin等 の結果の一

般化を与える。

18.岸  精 ― (名大理) On Ⅱ unt COILV01ution

kernels whose selELi‐grOups are of local type

Hunt合 成核でその半群の生成用素が 10Ca1 0perator

になるものを 10Cal typeのHunt合 成核と呼ぶ。局所

compact abel群G上 にその Supportから生成される閉

部分群が G全 体になる 10Cal typeのHunt合 成核 Nが

存在すれば, Gは 連結である。 逆に Gが 連結ならば,

上の性質を満す Hunt合 成核が存在する。 また Gが 第

二可算公理を満すとき,Nが Gの (Haar測 度に関し)絶

対連続であるという仮定を付加すると, Gは Rπ×rπ

(0≦π<∞ ,0≦ π≦∞)に 同型となる。逆に Gが Rπ×
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Tη に同型であれば, そのような Hunt合 成核 Nが い

つも存在する。 また局所 COmpact abel群 上の local

typeの Hunt合 成核は M.ITO氏 の結果を用いて

subexponentialでぁることが導かれる。従って絶対連続

な Hunt合 成核の生成作用素は具体的な形で決定するこ

とができる。

19. 池上輝男 (阪市大理) 調 和空間の resolut市e

compactincationと Kelaych operatOr

Xを Bauerの 調和空間,X*を Xの resolut市e com‐

pactincation,x*の 調和境界を 「とする。写像

フ :(ェ a〔r))→プ(X)(X上 の調和関数)

は次の条件みたすとき,Keldych OperatOrと よばれる :

1)/∈ σ(r)を ■xす ると タノ(α)∈ °(X)

2)″ ∈Xを ■xす ると クノ(″)は σ(r)上 の正の

linear functiOnal。

3)SOで X上 の superharmonic,下に有界,「 上に

連続的に延長されるものの全体を表わすとき,

S∈SO,/∈ σ(r),/≦ s― タノ≦S・

このとき,次 の結果が得られる

i) r＼ Ch(SO)が polar

ii)夕 を Keldych OperatOrと すると プ√=助

y/∈ σ(r)

i五) 「＼′rισが polar

において i)― 五)― 面)

但しCh(SO)は SO―Choguet bOundary,′ rιgは regular

boundary pointsの全体である。

又,Keldych OperatOrに ある制限を加えると iii)●

i)が 得られる。

20。 川 村道彦 (福井大学教育)PiCard原 理の非斉

次性

P(2)を ρ:0<|″|<1上 の密度 (σ:<IZI≦ 1上

の非負局所 H01der連続函数)と する。方程式 Z″=P%

の lχl=1で 境界値0を もつρ上の正解の生成系が唯一

つのときPに 対して Picard原理が成り立つという。中

井先生は Picard原理の成り立つような二つの密度の和

で定義される密度でも PiCard原理が成り立たないよう

な例を示した。ここでは,こ の例が特異な例ではなくし

てむしろ普通の事であることを指摘したい,即 ち次の事

実が成り立つ事を報告する :

定理。任意の密度は Picard原理の成り立つ二つの密

度を和に分解できる。

21.中 井三留 (名大工)。 多田俊政 (大同工大)
PiCard原理における Dirichlet積分の役割

ρ:0<lχl<1上 の密度Pの 方程式 Lα=(′-2)Z=0

の補助方程式 LZ=Zz tt χ′log′・′z=o(′ は 3単 位)
のρ上のすべての有界な解が (又は 10g θで)χ=oの 近

傍で有限な Dirichlet積分を持つとき,Pを D型 (又は

強 D型 );又
∫ρ

P(χソ2あ <+∞ のときPを 有限型 ;

二(又は L)に ついて χ=0で Picardの原理 (又は Rie‐

mannの 定理)が成り立つときPを P型 (又はR型 )と

言うことにする。次の二定理を報告する :

定理1. ∫ρ1710gべχ)12″″′υ
=∫ρ(1-θ(t))P(χソカ″υ≦十∞

定理 2.回転不変密度Pが D型 となる必条件はθ′を

(P+ノ2/lχ
12)_単位としてとき

1(栞3ソ争<+∞・
この応用として次の関係を示す :

有限型ぐ⇒強D型
て蒸

D型
=2R型 ぐ⇒P型 .

二個所のC角 中は次の例からわかる :P2(χ)=IZI~2は

D型 で非強 D型 ;P2,2(2)=lχl-2(1。glχl)2とすると

き εP2,2は R型 (θ>0)で D型 (ε>1)又 は非 D型

(ε≧1).

特 別 講 演

栗林障和 (中大理工)On weierltrass pomts and

automorphism8 0f Riemann surfaces of genus three

この講演の目的はgenus 3の Riemann面 の自己同型

群Gを 考察し,すべての群Gと それに付随するRiemann

面の方程式と群Gの 構造を明らかにすることである。″

をGの cyclicな部分群で maximum orderを もつもの

とする。πをGの 位数,%を ″の位数とする。

§1で は, Riemann球 上の cyclic cOveringである
R i e m a n n面について考察 す る,主 として R i e m a n n‐

Hurwitzの 関係式を用いてつぎの定理を得る :

TheOrem l。 (1)Hyperelliptic Case.

(1)夕η=2. υ 2=α
(″_1)(″ 一αl) ・̈・・。(α―α5)

●)π =4。 (α)υ
2=″8+αメ +1

(b)υ
2=″

(″
2_1)(.2_α

l)(α
2_α

2)
{3)π =6. υ 2=″

(α3_1)(α3_α)

( 4 )協 = 8 .υ 2 =α8 _ 1

{ 5 )π = 1 2 .  υ2 =α
(α

6 _ 1 )

( 6 )π = 1 4 .υ 2 =″7 _ 1
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(li) Non‐hyperelhptic Case.

(1),π=3.υ 3=″
(″_1)(″

一αl)(″一α2)

( 2 )π= 4 .υ 4 =∬
(″_ 1 ) (″

―α)

( 3 ) 'η=6。 υ
3=″

(″_1 ) (″
一α)(″―(1 -α))

(4)π =7.υ 3+υ″3+″=0

(51 π=8.υ 4=″
(″

2_1)

(6)π =9・ υ
3=″←が_1)

(7)π =12.υ 4=″3_1

cOr01lary.Hyperellipticの場合,

(1)π =2.♯ (G)=2

(2)π =4.♯ (G)=16,8,4

(3)π =6。 ♯(G)=12

(4)%=8.♯ (G)=32

(5)π =12.♯ (G)=48

(6)π =14.♯ (G)=14

§2で は υ
2=″

(α_1)(″
一′1)(″一ι2)で 定義された

Riemann面 の自己同型群をしらべる。そのためにP2に

おけるCanOnical modelを考察する。すなわち,CanOni‐

cal lnodel は

y3z=x(x― Z)(X― ιlZ)(X― ι2Z)

であって,

X′=αllX+α12ytt α13Z,

y′=α21X+α22y+α23Z,

Z′=α31X+α32ytt α33Z,

とおき,行 列 (αじ′)1≦ ′,ノ≦3が 自己同型であるよう

に定める。 そのために Weierstrass点の性質を利用す

る。つぎの定理を得る :

Theorem 2.

0♂ =ズ ″
Ⅲ

一」
≒デ

生
X″

二」
宅デ

ニ
)JK G D‐

8

(2)υ
3=α (″

3_1), ♯(G)=9

(3)υ
3=″

(″_1)(″ 一ι)(α
―(1-ι )),♯ (G)=6

(4)υ
3=α (″_1)(υ 一ιl)(υ一ι2),♯(G)=3

自己同型群Gは つぎのように行列で表される ;

(1)(ill)(プ

iζ
Lil)t(1/iζち

l一lω),

(/1二
一〉)。こ:に

「|‖ポ‐

(| | |)(111

§3で はυ4=″(″_1)(″一ι)で定義されたRiemann

面の自己同型群をしらべる。CanOnical modelは

y4+XZ(X― Z)(X― 彪Э=0

によって与えられる。 §2と 同様に行列 (α″)を

Weierstrass点

PO = ( | )  P " = ( | )   P l = ( | )

を利用してつぎの定理を得る :

Theorem 3.

(1)υ4=″(α_1)(α一(-1)), ♯(G)=96.

( 2 )υ4 =α(″_ 1 ) (″一ω) ,ω= ( 1士/丁 J ) / 2 ,♯( G ) = 4 8

(3)υ
4=″(″_1)(″一の・

自己同型群Gは Th・2同 様行列で表される。

§4で は Weierstrass点で特長づけられる所の

(1)θ́十υ4+3 (″
2υ2+α2+υ2)+ 1 = 0

で定義された Riemann面 の自己同型群と

(2)υ3+″十α3ν=0

で定義された Riemann面 の自己同型群とをしらべる。

(1)では ♯(G)=24。 (2)では ♯(G)=168. Th.2と

同様,各 Gは 行列で表される。例えば 9)の 自己同型群

Gに ついては

σ = ( i  l l  l ) ,  τ = ( l   i   l )

λ=(ii ii il)

夏:弩■i残ジ垂γ
区'

[[ンl‖[孟 み′

lHI勢1:翫夕i  iと
て)'lξマL「L_F2れ_F2
CI讐拒i{li[ii]唇

3
(2)η =16 ツ 1=2, ν 2=2, ν 3=2, ν 4=4

(3)π =12 ν l=2, ν 2=2, ν 3=3, ツ 4=3

ヽ

、

‐

‐

′

ノ

／

１

‐

―

、

〓Ｒ

ｌ

ｏ

ｏ

ヽ

Ｉ

Ｐ

／

Ｖ

Ｉ

Ｉ

、

ｌ

ｏ

ｏ

‐４

ζ14=ζ23=_ω
3二1.

|‖

♂ ‐

ζ13=ζ23=1 .

- 6 -



(4)“ =8 ν l=2, ν 2=2, ν 3=4, ν 4=4

(5)π =6 ν l=3, ,3=3, ν 3=3, ν 4=3

( l i l )″= 3な らば π≦4 8

(1)π =48 ツ 1=3, ν 2=3, ν 3=4

(2)η =24 ν l=3, ν 2=4, ν 3=4

(3)π =16 ν l=4, ν 2=4, ν 3=4

つ ぎに,こ のような分岐をする Riemann面 が存在する

か どうか考察する。つ ぎの定理を うる :

定理 4。上記の表中下記の場合のみが存在する ;

(i)(1)(α l)υ 2=″
(″

2_1)(.2_の
(α

2_1ル)

(α2)υ
2=(″2_1)(.2_42)(″2_ι22)

(.2_ι12/ι22)

(ら) `メ +υ4+2α″2υ2+2ら(″
2+υ2)+1=0

(2)α (ar+υ
4+1)

+ら (″
3υ+υ3“+α3+υ3+″ +υ)

+ε (″
2υ2+″2+υ2)+′

(α
2υ+″υ

2+α
υ)=0

(五)(1)メ 十υ
4+2α

(″
2υ2+″2+υ2)+1=0

(2)(α )υ
2=α8+2α`が+1

(ら) メ +υ4+2α″2υ2+1=0

(4)υ2=″(α2_1)(α2_の(″2_1/の

定理 5。 ♯(G) =η≦4の Rie m a n五面は

(1)π=4(α )υ
2=″

(″
2_1)(″2_4)(“―ι2)

(2)π =3

(3)π =2

で表 され る。

hyperelliptic.

(b) メ +υ 4+2α α2ν2+2み ″2+2ε
υ
2+1=0

υ
3=″

(″_1)(∬-4)(″ 一ち)

(α)υ
2=″

(″_1)(″-4)。 ・̈̈ (″一′5)

(b)υ
4+(α

Oα
2+α

l″十b)υ2+

メ +α2″
3+α

3″
2+α

4″+1=0

ここに (α)は  hypereniptic,(b)は  nOn‐
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22. 野 口潤次郎 (阪大教養)代 数多様体内の正則曲

線の値分布についての注意

7を 複素射影的非特異代数多様体,/:C一 →7を 正

則曲線,Dを yの 超曲面 (因子)と する。以前次の定理

を報告した :

定理A.ω l,02,・……,ωπ+1(π=dim y)を y上 の高

々Dに 沿って対数的極を持つ第二種アーベル微分で,ωl

∧…∧ωt∧…∧ωη+1,1≦j≦π+lγ が二次独立なものと

する。 /:σ 一→ yが {ωt}智 に関して非退化ならば,

正定数 ″があって次の第二主要定理型の不等式が成立す

る :

(*)κ T√(r)<靖 (′
や
,D)+S(r)

ここでは次を示す :

定理B。 (*)の ″は各 /に 依らないものがとれる。

定理C.正 則写像 /:⑫ 一→yに ついても,定 理A

の仮定と同様な仮定のもとで,(*)と 同様な型の不等式

が成立する。

23。 今吉洋一 (東北大理)タ イヒミューラー空間の

代数曲面の一意化への応用

PoA.Grimthsは ,タ ィヒミューラー空間を用いて,

複素数体 σ上の任意の η次元射影的代数多様体 Xに 対

して,そ の Zariski開集合 yを 適当にとれば,yの 普

遍被覆空間Dは 仰 の有界な Bergman領 域になること

を示した。

特に Xが 2次元のとき, Dに 尖点全体を付加したも

のをD+と すれば,D+に 自然に Hausdor∬位相が導入

され,被覆変換群 Tの 各元はD+の 位相自己同型写像に

拡張される。T+を rか ら誘導されるD+の 位相自己同

型群とすれば, D+/T+は 2次元コンパクト正規解析空

間で,も とのXと 双有理型同型になる。以上のことは,

一昨年秋の学会で報告した。

ここでは, Tに 関するD上 の保型形式達を適当に構

成して,そ れらが D+/T+か ら射影空間 ′Ⅳ内のある射

影的代数曲面の上への双有理型写像を与えるようにでき

ることを報告する。

なお以上のことは,一 般の次元に拡張が可能である。

24. 上田哲生 (京大理)位 相的自明な法バンドルを

もつコンパクト複素曲線の近傍について

二次元複素多様体の中のコンパクト非特異既約曲線C

で自己交点数が零のものを考える。Cの typeを,「因子

Cを定める正則函数の系{ツス|で|ツλ/747″|=1+0(1響 λD

なるものがとれる」よ うな たたちの上限 ≦+∞ とす

る.″(p)で点 夕とCと の距離を表わす。

定理 10Cの typeが ″(有限)の とき任意の ε>0
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に対して (Cの ある近傍)一C上 の強擬凸函数 0(p)で

0(r)～1/r(2)π+・(ク→C)な るもの力'ある。

定理 2.Cの typeが π (有限)と する。(Cの 近傍)

一C上 の擬凸函数 7(p)がある ε>0に 対して

F瑾
]11:慧11ば1襲話[秘

1不
ソ隼]∈£,なら

あ
ДL懲話[ケ13「蔦讐lli量多好マ場L

∞)),′ は PiC(の における距離を表わす。

25。 船 橋賢― (名大理)Normal Ⅱ olomorphic Maps

について I・

Lehto‐Virtanen(Acta math.Vol.97,1957)に よっ

て,研 究された, nOrmal meromorphic functionの理

論を So Kobayashi等 による Hyperbolic ManifOldの

理論との関連の下に,高 次元の多様体への写像の場合に

拡張することを考える。

一般に,等 質有界領域 Dか ら解析空間 Nへ の正則写

像 /力 S nOrmalで あるとは, C-0位 相で {/。G,G

∈ Aut D}が H01(D,N)内 で相対 COmpactな こと

であると定義する。

このとき以下の事が成立する。

命題   ′

Hermitian manifold(工′S Ⅳ2)に対して,正 則写像

/:D― Nが nOrmalな らば,あ る定数 C≧0が 存在

して

/*′∫Ⅳ2≦c′s D2

(ここで,′ S,2は Dの Bergman metriC.)

以下 Z=‖ χl<1}⊂Cと する。

定理。 (A generalization of Big Picard theorem)。

Nを  COmplex space(seCOnd countable)と する。

/:Z*={0<lχ l<1)一→ Nが normalす なわち,π :′

一→Z*を universal cOveringとしたとき/。πがnOrmal

ならば,/は h010mOrphic map/~:′― Nに extend

されうる.

またこの定理の精密化にもふれる。

26. 船 橋賢― (名大理)Normal Ⅱ obmorphic Maps

について II・

ここでは,古 典的な有界正則函数の漸近値 に関す る

Linde10fの定理を高次元の多様体への正則写像の場合に

拡張することを考える.

定理・ /を 単位円板′から, COmplex space Nへ の

normal ho10morphic mapと する。/が χo∈∂Zに お

いてある′内の χOを 終点とする JOrdan Curve Jにそ

って,aSymptotic Value P∈ Nを もてば,ノ は実は

χOに おいて angular limit Pをもつ。

上記の定理は N=Plの 場合の Lchto‐Virtanenの結

果の一般化であるが, Linde10fの定理の究極的な形と

思われるものとして次の定理を得た。

定理。 (A generalization of Lindelёf's theorem).

N:complex spaceとする。/:′一→N:任 意の正則写

像とする。∫が χO∈∂′において,∠ 内の χOを終点と

する JOrdan Curve Jにそって asymptotic value P∈N

をもつが, ノ は 20で angular limit Pをもたなけれ

ば,PはNのnonhyperbolic poin跡壁ゾr~の環鴫た
よってとくに Nが hyperbolic complex spaceのと

  |

き Lindelёfの 定理が成立する。

加廷ム刷曳F軍:1っI宅す
dZ輪体と嗣の

π:y→ 7を 解析的射とし, 7ω =π-1(ッ
)上 の微分

型式 9ω に対して,積 分                |

(E局 所1ダ :LI[[11~lξ 』鼻〔

)ッ

=εをに応ずる  |

5罪鸞ふ7器嘉τ覧[悧[[頑壁
関係が成 り立つ :

Σ“レ,9υ=0      1
この等式が或意味で古典的 Abelの 加法公式のひとつの

一般化になる事を示す。特に hyperlog(Grassmann座

標についての),SChlani関 数などの加法定理を得る。

28.大 沢健夫 (京大数理研) Weakly l― Complete

manifoldについて (Le宙 問題)

Xを W e a k l y  l‐c o m p l e t e  m a n i f o l dとしEを X上 の

h01omorphic vector bundleとする′ を Xの exhaus‐

tiOn functionとし,実 数 σに対し, Xc:={″ 39(α)

<ε}と おく。このとき Xcと EIXcに ついて次の形の

Levi問題が考えられる.「 {αを〕|=1,2,…を Xcの 点から

なる点列で Xc内 に集積点をもたないものとするとき,

写像

S:{“づ}一 EIXc

で, S(″`)∈Ett C琺`は αうにおける Eの ibre)を

みたすものに対し,正 則断面

1:xc一 Elxc

で,1(αt)=s(″c)をみたすものが存在するか。」これは

次の形で解ける ;Eの 階数 rに のみよるX上 の実(1,1)

形式 ωが存在して,Xcの ある COmpact subset Kを

除いた残りで 1/-lθ (E)一rrの≧oな らよい。 但 し

θ(E)は Eの 曲率形式, rrは r次 単位行列.
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29.渡 辺 清 (神戸大教養)射 影代数多様体の被覆

空間について

Dを ひ の有界領域,「 を Aut(D)の 離散な部分群

とするとき,D/Γ がコンパクトならば Dは 正則領域に

なることはよく知られている。 最近, CarlsOn‐Harvey

は,Mが コンパクトMoiShesOn多 様体,Dが ν の被

覆多様体でしかもある Stein多 様体の領域であるとき,
Dが Stein多 様体になることを示した。 ここでは, D

が一般に他の多様体の領域になっていない場合を他の条

件を付加して考えてみる。すなわち,次 の定理を示す :

財を射影代数多様体,Dを ν の被覆多様体とする。こ

のとき,″ KD,0*)=0が 成り立つならば,Dは Stein

多様体でありしかも月KD,の =0を 満す。ただし,0*

は可逆な正則函数の芽のなす層を,Zは 整数のなす単純

層を表わす。ここで,条 件 ″1(D,0*)=0は
,″ 1(D,

0)=0に 変えることはできない。 ただし, 0は 正則函

数の芽のなす層を表わす。それは,MLD=P2(の ,′ :

D→ ν を恒等写像としたものを考えればよい。

30。 梶原壌二 (九大理)・風間英明 (九大教養) 高

次元の非 Stein領 域における岡の原理の成立について

Kajiwara‐Kazama[Math.Ann。 204(1973),1-12]

によれば ″KD,Az)=0が 成立するような Lie tt Lが

存在するような2次 元 Stein多 様体の領域 Dは Stein

である。この方法により,梶 原一西原は岡の原理が成立

するような Lie tt Lが 存在すればDは Steinで ぁるこ

とを示し,梶 原は高次元の連続な境界をもつ領域に拡張

した。 最近 Leitererは Stein多 様体の ″1(D,0)=o

をみたす領域 Dは 任意の GL(π ,C)に 対して岡の原理

が成立すれば Steinで あることを示した。本講演では

HKD,0)=0を みたす (非 Stein)領域Dに おいて岡の

原理が成立するような Lie tt Lを 与える。これらは,

岡の原理によるStein性 の特徴付を求める志賀浩二,穴

のあいた多重円板に対する岡の原理の成立を求める Pal‐

amodovゃ 足立正久の問題に対する,あ の場合は肯定的

な,あ る場合は否定的な,し たがってすっきりしない解

答である。次元が2の 時は んに無関係な,次 元 ≧3の

時は Lに 依存する解答である。

31. 梶 原壌二 (九大理)・張田珠潮 (金沢大理)

“ ×Rηの領域の正則被について

昨秋,酒 井一張田は混合型変数 に対 す る HartOgs‐

Osgoodの 定理について述べたが,本 講演では Cπ×Rπ

の領域 Dで χ∈Cπ について正則, α∈Rπ について実

解析的な関数の同時接続,即 ち,正則被について論じる。

32.梶 原壌二 (九大理)。菅原宜子 (福工大)
GrassmaILn多 様体の積空間の領域の上の有理型関数の

商表示について

昨秋,佐 々木―菅原―濃野は射影空間の積空間の上の領

域の上の有理型関数の商表示について論じたが,本 講演

では有限次元の Grassmann多 様体の必ずしも有限個で

ない積空間の上の領域の上の有理型関数の商表示につい

て論じる。

33。 西 原 賢 (九大理)ス タイン空間の領域の岡の

原理による特徴づけ

Grauert[Math.Ann。 135,263-273(1958)]はStein

空間上での岡の原理に関連してStein空間上の解析的フ

ァイバーバンドルが位相的に自明であれば解析的にも自

明であることを示した。逆に岡の原理が成り立てばStein

であるかという Grauertの定理の逆について 1978年梶

原一西原は2次元 Stein多様体の領域 Dに ついて次の

肯定的な解答を与えた。Aθ,Cθをそれぞれ Lie tt Gに

値をもつ正則写像,連 続写像の芽の層とするとき,Dが
Steinでぁるための必要十分条件は ″1(D,49)→ ″1

(D,Cθ)が 単射であることである.さ らに梶原はn次元

のStein多様体の連続な境界をもつ領域 Dの Stein性

の岡の原理による特徴付けを与えた。LeitererはStein

多様体ν の領域 D上 の位相的に自明なすべての解析的
ベクトィレバンドルは解析的にも自明であるという性質と
月KD,0)=0が 成り立てばDは Steinであることを示

した。講演者は Leitererの結果の Stein空間への拡張

について話す。

34. 山 口博史 (滋賀大教育)開 リーマン面の動きに

ついて

Dは 複素2次元の多様体, ′は χ―平面上の円板, π

は Dか ら′への解析写像であって次の条件をみたすも

のとする。

(i)π :D→ Zは submersiOnであり,各 Z∈Zに

対して, ■ber π-1(2)は 空でなくてで既約で

ある ;

(ii)Dは Stein manifoldでぁる。

上の如き性質をもつ2つの triples(Dl,′,π)(D2)′,π)

を考えよう。ここでは,各 χ∈′を固定するとき,Dl(χ)

と D2(χ)と は開 リーマン面として同値であるという仮

定を設けるとき,い かなる条件下で Dlか らD2の 上へ

の,Z=χ ,7=ψ (2,ω)という形の解析変換が存在する

かを問題とする。及びそれに関連してリーマン面 R(χ)

が Z∈′とともに函数論的に動くときの Dirichlet問題

の解の動きについての性質などを述べる。

35. 古 島幹雄 (九大理)複 素解析空間の商空間につ

いて

Rを complex space(xO)上 の proper equ市alence
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relationとする。その時,Cartan[Contr.Funct.Theory,

Bombay,(1960),1-15]は 次の定理を示した :商空間

(X/RO/R)が COmplex spaceに なるためには,X/R

が 10Cal-0/R―Separableである事が必要十分である。

その証明に於て, Remmert の  projection theorem

[Math.Ann.133(1957),328-370]及 び Grauertの

proper coherence theorem[Fubl・Math.I.H.EoS,5,

(1960)]を用いている。本講演にゃいては,上記Cartan

の結果を Kuhlmann[Arch.Math 15,(1964),81-90]

の Semi‐proper mapping theoremを用いて,次 のよう

に拡張する :定理・Rを maximal complex space(χ

O)上 の Semi‐proper equivalence relation とする。

X/R が 局所 コンパクトであれば,(X/RO/R)が

(maXimal)cOmplex spaceに なるためには, X/Rが

local-0/R―Separableであることが必要十分である。

36。 鈴木昌和 (九大工)内 分岐正則領域について

1.Fornaess EMath.Ann.234(1978)]は 次の様な興

味ある内分岐領域の例を提示した。 つまりσ2上の (2

葉の)analytiCally rami■ed domain D r θ で,任

意の点 P∈ θ2に 対し或る近傍 びpを 取れば π~1(こrr)

は Stein多様体であるにもかかわらず,D自 身は Stein

多様体でない。そういう例である。

我々はここで,彼の得た領域Dが 正則領域でないこと

に注意する(Dの 正則包が θ2になってしまう)。任意の

点 P∈σ2に対し,上 の π~1∈ら)は 正則域だから,こ の

例は,内 分岐正則領域は局所的な特徴づけが出来ない事

を意味しているように思われる。

2.(α ,υ)空間 α で領域Γ:|“|<1,r<lυ l<1と 固有

面の列 Lッ:α=9ν(υ),lυl<1,ν=1,2,… を考える。

但し各 9νは lυl<1で 0<19ν(υ)|<1な る一価正則

函数で lim 9ν(υ)=0(一 様収束)と する。 この時,次

のことを容易に示すことが出来る。「ノ(″,υ):Fで 一価

正則,且つ各 ν(=1,2,…)に対し/(9,(υ),υ)は lυl<1

ヘー価正則に解析接続出来るとすると,ノ(″,υ)は Z:

|″|<1,lυl<1ヘ ー価正則に解析接続される」。このこ

とから正則領域の境界の連続性定理 (G.Julia 1926の

定式化で)を 内分岐正則領域の場合に得ることが出来る

が,1.で 述べた Fornaessの領域はこの性質を満たさな

いのである。

37. 濃野聖晴 (福岡教育大) SiCiakの 定理の Le0

gendre級 数による証明
“
各変数毎に正則な関数 /は すべての変数に関して正

則である
".と いう HartOgsの正則性定理の Cれ低次元

部分集合への拡張は F.E.Browder ECanad.J.Math.,

13(1961), 650-656], R.Ho Cameron‐ DoA.Stor宙 ck

[TranS・Amer.Matho Soc.,125(1966),7-12], J.

Siciak[ZesZyty Nauk:UJ 13(1969),53-70]等 によ

って為され, そ れぞれ, 三 角級数, Legendre級 数,

Chebyshev級 数を用いた証明を与えている。 R.H.Ca―

meron‐D.A.Storvickは /の 有界性を仮定しているが,

J.SiCiakは /の 有界性を仮定していない。本講演では

R.H.CamerOn‐D.A.Storvickの 方法によつて SiCiak

の定理を証明する。

38。 安 達謙三 (長崎大教育)COntinuation of五
∞

functions from submanifoldS to StrOngly pseudo_

convex domalns

Mを ひ 内のC∞部分多様体,″ (■イ),0≦た≦∞,を

M上 で正則ルでCκ級な関数の全体とする。GoM.Henkin

[1]は 次のことを示した。:0内 のC∞境界をもつ強擬

凸領域D内 の一般の位置にあるC∞部分多様体M上 の有

界正則関数を D上 の有界正則関数へ拡張する作用素 L

が存在する。さらにこのんはA°(M)か らA°(D)へ の

作用素にもなっている。本講演 では Lは A∞0の か

らA∞(D)へ の作用素でもあることをY.T,Siu[2]の

方法を使って示す。

[1] G. M.  Henkin,  Continuation of bounded

ho10morphic functions from submanifolds in

general position to strictly pseudoconvex dO‐

mains,Izv.Akado Nauk SSSR 36(1972),540-

567.

[2] Y.To Siu,The 7 problem with uniform bounds

On der市at市es, Math.Ann., 207(1974),163-

176.

39. 浦 田敏夫 (愛知教育大)Taut解 析空間への正

則写像について

Xを COmpact連 結解析空間,yを taut解析空間と

する。

定理 1・ アα∈Xア y∈ yに 対して

{ノ∈H01(χ y);/(″)=υ}は 有限である。

定理 2。

{/∈H01(X,y);/(X)=y and/~1(υ )iS

connected for every υ∈y}

は有限である。

こえ■らは W. Kaup, Ann.Inst.Fourier 18(1968),303

-330にある定理の一般化である。証明には Ho Cartan

による解析空間の商空間と W・ Kaupに よる H01(χ

y)上 の複素解析構造を用いる。

-10-



特 別 講 演

渡辺公夫 (筑波大) 正 規孤立特異点の多重種数につ

もヽて

正規二次元特異点において,Artin[2]の 有理二重点,

BrieskOm[3]の 商特異点,Wagreich[12]の G弓)楕 円

型特異点,Laufer[9]の 最小楕円型特異点の研究等があ

り, また特殊な楕円型特異点の研究として Hirzebruch

[5]の cusp特異点, SaitO[lo]の単純楕円型特異点等

がある。これらの分類の指標となるものが,特 異点の幾

何種数である。一方,BurnsE4]は 高次元の有理型特異

点を定義し, すべての商特異点と Arnold[1]の特異点

が有理型特界点であることを示した。ここでは,幾 何種

数を拡張した多重種数の立場から正規孤立特異点につい

て考察する。

(χ″)を π次元正規孤立特異点とし,π :アー→Xを

その resolutiOnとする:π は properょりRt″*0ン は,

coherentで , Supp(RC″ *0■)⊂レ}(1≦′≦π-1)。 従

って,dimc(Rづπ*0■)″<∞ .特 に,dimc(Rπ
-lπ

*0■)″

を特異点 (Xα )の幾何種数といい,夕gと 書くことにす

る。総ての J(1≦J≦π-1)に 対して,(R切 栞0■)″=10}

となる特異点を有理型特異点という。特異点 ″ の近傍

びとび一{″}上で定義された正則π―型式で零にならない

(nOn‐Vanishing)ものが存在するとき,(χ α)を ,(暫

定的に)primary Gorensteinということにする。 Ox,″

に Cohen‐Macaulayと いう条件が加われば, primary

GOrensteinのとき,Ox,″ は GOrenstein ringになる。

Ox,″が COhen‐Macaulay ringなら, 1≦j≦π-2に 対

して,(Rじπ*0■)″=lo}.primary GOrensteinの 場合,

特異点の有理性の判定に関しては, BurnsE4]の 結果が

ある|(X″ ,ω)を primary Gorenstein特異点とす

る。 このとき,(Xα )が 有理型特異点であるための必

要十分条件は,ω がαの近傍で二乗可積分となることで

ある。この定理より,Burnsは ,有 理二重点の有理性か

ら帰納的に, Amoldの 特異点の有理性を証明した。さ

らに商特異点が有理型であることも示している。他の有

理型特異点の例として,例 ―Ⅱと例―V―(i)(53年春)が

ある。

Laufer[8]と Yau[16]に より, 幾何種数 pgは ,

res01utionによらずに定義された :α の (十分小さい)

Stein近傍 び を一つ選ぶ.「 (び―I″}, 0(K))の 元

を び―{″}上 の正則 π―型式とみたとき,″ の近傍で,

″―可積分となる元全体のなす部分空間を L2(び_{″})

と表わす。但し,κ =κ υ一{″)と する。このとき,夕σ=

dim「(び一{″},0(K))/L2(υ_I″})が成り立つ。この

結果より,例 ―Vに ついては,′σは,(γO,rl,。・・,rπ)か

ら完全に決定されることが示される :′σ=♯{(λO,ス1,…,
ス2)∈Ab+11グー(90+91+・・・+92)≧ 9。10+91ス1+・・・十

9πス“}(53年春).

次に,特異点 (Xα )の 多重種数 δπを δπ=dim「 (υ
一{″},0(πK))/L2′π(υ_{″}),(π≧1)で 定義する。

但し,L2ノπ(υ_I″})は 「(1/7_{″},0(πK))の 元であ

って,び ―I″}上 の正則 π―重 π―型式とみたとき,α の

近傍で ″ノπ_可積分となるもの全体のなす部分空間を表

わす。(X″ )のresolutiOn π:X― →xに おいて,π
~1(″

)

を既約分解したとき,す べての既約成分が余次元 1で,

特異点が正規交叉のときは,メ ノπ(び_{α})笙L2ノπ(」_

五)笙 Γ(aO(夕ηκ+(π _1)[A])),(υ =π-1(び
),A=

π~1(″))が 成り立つ (cfo Sakai[11])。二 ・三の例につ

いて,δれを計算してみよう。「primary GOrenstein特

異点 (Xα )が 有理型なら,す べての π に対して,δπ

=0」 より,例 ―Ⅱと例―V―(1)においては,す べてのπ

に対して δπ=0。 勿論,定 義より,例 ―Ⅳについても,

すべてのπ に対してちδπ=0。例―Ⅲでは,す べてのηZ

に対して δπ=1と なり,例 ―Vに おいては,「δπ≦♯{ス0,
ス1, 。̈,スπ)∈ ル +11π(′―(90+91+・・・+g2))≧ λ090+

λ191+…十′"gπ},グ>解 『―(90+91+… +gπ)}な ら,

等号が成り立つ。」より,(ii)の場合,す べての π に対

して,δπ=1.(面 )の場合には δπ～"πが成り立つ (53

年秋).さ らに,例 ―Ⅵにおいてもすべてのπに対して,

δπ=1と なる (54年春)。

後半では,対 象を二次元に限って,考 察をすすめてい

く。 δπに似た量として, Knёller[7]により γれが定

義されている :γπ=dim r(び 一A,0(π K))/「(眈 0

(πK))。 この rπは有理二重点を特徴付けている :(X

″)が 有理二重点ぐ⇒ すべてのに対して, rπ=0。有理

二重点は種々の特徴徴付けをもっている。これと似た現

象が商特異点と δmに ついても成り立つ :(χ α)が 商

特異点ぐ⇒すべてのπlこ対して,δπ=0(53年 秋).

′g=1と なる特異点を楕円型特異点といい,す べての

Zに 対して, δπ=1 と なる特異点を純楕円型特異点と

いう。正規二次元特異点の resolutiOnの双対グラフが

分かれば,それが有理型特異点かどうかの判定ができる。

Laufer[9]は,こ のことから,最 小楕円型特異点という

定義を与えた :resolutiOnの例外集合において,す べて

の連結真部分集合が有理型特異点の例外集合 とな る と
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き,(X″ )を最小楕円型特異点という。さらに,Lauferは

[9]で最小楕円型特異点を算術的に特徴付けた :(X″ )

が最小楕円型特異点ぐ⇒夕g=1か つ Gorenstein.

ところで,典 型的な楕円型特異点である単純楕円型特

異点とCusI特異点は純楕円型特異点であった。この事実

の逆は一般には成り立たないであろうと思われる。ただ,

Gorensteinの仮定のもとに,解 かれている :(X″ )は

純楕円型特異点であり, かつ Gorensteinで ある⇔

(Xα )は 単純楕円型特異点か,あ るいは,CuSp特 異点

である (54年春).単 純楕円型特異点は Cusp特 異点の

specializationである(KarrasE6])。一般に,δπの変化

は defOrmationと密接にかかわりあっている。

例―I(η -1)―次元複素多様体V上 の positiveな直

線束をFと する。Fの 双対 F*の 全空間をXと し,零

断面を b10W downし て得られる正規孤立特異点を (χ

α)と する。

例―Ⅱ 例 ―Iにおいて,F*と して たoがとれるとき。

例―Ⅲ 例 ―Iにおいて,たo=1の とき。

例―Ⅱと例―Ⅲはいずれも primary Gorensteinである。

例―Ⅳ Oに 作用する有限群Gに 対し,0/Gと 同型

な特異点を商特異点という。

例―V /(χ O,χl,…,χπ)を 非退化擬斉次多項式とす

る。 X={/=0}は 原点で孤立特異点をもつ。重 み を

←場≒,サ …
ザ争う

とし,その納 を rとする。r > L

r=1,r<1に 応じて,そ れぞれ,例 ―V―(1),例―V―(il),

例二V―(lii)とする。

例―Ⅳ 「 を Hilbertの モジュラー群とする。 』物/r

のコンパクト化に伴い,正 規孤立特異点が生じる。この

特異点を Cusp特異点という。primary Gorensteinであ

る。

l2l Artin, M. : On isolated rational singularities

of surfaces. Amer. J. Math. 88, 129-136 (1964)'

t3] Brieskorn, E. : Rationale Singulariteten Kom'

plexer Flachen. Invent. Math. 4, 336-358 (1968)'

t4] Burns, D. : On rational Singularities in Di-

mension )2. Math. Ann. 211, 237-244 (1974)'

t5] Hirzebruch, F' , Hilbert Modular Surfaces'

L'Eenseignement math6m', t. XIX, fasc. 3-4'

t6] Karras, U.: Deformations of cusp singularities'

Proceedings of Symposia in Pure Mathematics
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